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AQHA理念 

• アメリカンクォーターホースの血統の記録・保存と共に、その馬種の品位と繁栄の維持に努める。 

• アメリカンクォーターホースの所有・関与を促進・奨励する、有益なサービスをそのメンバーに提供す

る。 

• AQHAを馬業界の主幹組織として位置づけるため、多様な教育プログラム、教材、カリキュラムを開

発する。 

• アメリカンクォーターホースのマーケティング、振興、広告、宣伝を通し、AQHA メンバーの増加を促

す。 

• アメリカンクォーターホースが常に人道的に、尊厳、敬意、思いやりを持って扱われるよう努める。 

 

 

組織方針 

「アメリカンクォーターホースの幸福」 

AQHAは世界最大の登録数を誇る品種および馬術レクリエーション組織であり、アメリカンクォーター

ホースの登録は世界中に 500万頭を超え、265,000以上の AQHA メンバー数を有する。 

テキサス州アマリロのAQHA国際本部は、すべてのアメリカンクォーターホースの血統書、登記簿を発

行・記録し、レース、ショー、レクリエーション活動、支援活動など、アメリカ最古の独自の馬の品種の振

興のためのプログラムや奨励制度を設ける。 

AQHAはアメリカンクォーターホースの所有・関与を促進・奨励するための有益なサービスをメンバー

に提供し、マーケティング、振興、広告、宣伝を通し、AQHA メンバーの増加を促す努力を怠らない。 

また、AQHAは以下の地位表明が証明する通り、アメリカンクォーターホースの福祉と尊厳の保護に注

力する。 

 

AQHA指標 

アメリカンクォーターホース協会（AQHA）は、アメリカンクォーターホース種の血統の記録・保存および

種の純血性の保持を使命とする。 

また AQHAはアメリカンクォーターホースの所有、関与の振興に努める。 

AQHAはすべてのAQHA公式イベントに対し、馬の持つ自然な能力が反映されるよう考慮された規則

を厳密に制定することで、アメリカンクォーターホースを積極的に守る努力をする。 

そのために AQHAは、以下の信念を表明する： 

• すべてのアメリカンクォーターホース、その他のすべての馬、動物を、常に人道的に尊厳、敬意、思
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いやりを持って扱う。 

• AQHA は、厳格な規則を制定・施行し、アメリカンクォーターホースのブリーダー、馬主、トレーナー、

（ショー等の）出場者の監督下にあるアメリカンクォーターホースの健康と人道的扱いに関する、継続的

責任を求める。 

規則には、投薬方針、トレーニングの禁止事項、手術の禁止事項、化学物質投与の禁止事項、または

使用禁止器具の遵守、その他、馬のパフォーマンスに影響したり、馬を不自然に改造するような、すべ

ての行為が該当する。 

• アメリカンクォーターホースの保護は他の何よりも最優先事項であり、AQHA イベントに関与するす

べての馬と動物が確実に人道的に扱われるための手順の継続的開発および公正な競技は、何より最

優先されるものである。 

 

 

GEN104. ゼネラル規定 

AQHA メンバーシップは権利ではなく特権であり、AQHA規定の手順で申請が必要である。 

従って、実行委員会または理事会が AQHA のプログラム、ポリシー、指標や他メンバーとの関係調和

に有害であると判断した場合、メンバーシップおよびその申請は、実行委員・理事会が剥奪・却下する。 

AQHA 規則に明記されていない限り、本規則に基づく現メンバーシップの剥奪は、AQHA の定める通

知、聴聞、一時停止の懲戒手順に従い行われる。 

申請却下は、申請者に審問の権利またはその根拠を与えないものとする。 

剥奪・却下の目的は、AQHA懲戒手順に定められた AQHA メンバー特権の否認である。 

 

GEN115. アメリカンクォーターホース・ユース協会メンバーシップ 

アメリカンクォーターホース・ユース協会メンバーシップは、18 歳以下の青少年に AQHYA メンバー特

権を許可するのに加え、AQHA オープンディビジョン他、AQHA の個人メンバーシップを要する活動に

参加するなど、AQHA 個人メンバーに認められる全特権を付与するが、AQHA メンバーシップ会議で

の投票権・役職に就く・AQHAディレクタの地位に就く権利は除外する。 

 

GEN116．アマチュア AQHA メンバーシップ 

アマチュア AQHA メンバーシップは、AQHA アマチュア部門規則に則り、条件を満たす個人に付与さ

れ、AQHA オープンディビジョンその他個人メンバーシップを要する AQHA の活動に参加する特権を

含め、AQHA 個人メンバーの全特権も付与される。公的教育機関、執行機関、運営者、管財人、共同

事業者はアマチュアメンバーから除外する。 

 

GEN117．ライフメンバーシップは、申請後適宜会費を支払うことで、下記の通り利用可能とする。 

個人 
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合同 

仮名または商号 

協賛企業、一般または有限会社 

シンジケートまたは合弁企業 

遺産、信託、後見人またはその他法的管理組織 

アメリカンクォーターホース・ユース協会メンバー（満 18歳まで） 

 

GEN122． 国際協会 

AQHAはアメリカンクォーターホースを振興する国際協会の認可を行う。 本認可は、既得権ではなく、

執行委員会の承認を受けた AQHA 策定の審査要綱に則り、AQHA の決定権をもって年次に承認／

否認を審査し付与する特権である。 AQHA の認可を受けた場合、国際協会は、毎年 AQHA 国際提

携協定書に合意・署名し、必須のメンバーシップおよび登録番号を保持することとする。 本認可により、

当該の国際協会は AQHA 定款・規約・規則に則り、AQHA 理事会に任命理事を置く特権を認められ

る。認可国際協会のメンバーは、AQHA定款・規約・規則の統制下にあるものとする。 

 

VIO200． 非人道的扱い 

馬を決して非人道的に扱ってはならない。非人道的扱いに対する本禁止事項は、AQHA会員、非会員

共に適用される。非人道的とみなされる禁止行為は、下記の例の限りではない。 本禁止事項は、

AQHA が容認する事の出来ない、馬への普段からの扱いを現すものであるため、競技会に出場する

アメリカンクォーターホース以外の馬その他の動物に対しても適用される。 

VIO200.1 本規則の目的とし、馬の管理責任者は、トレーナー、エージェント、 代表者、従業員に

対する非人道的扱いに対しても、その責を問われ、懲戒処分を受ける。 

 

VIO201. 馬その他、ショーに出場する全動物への非人道的扱いも厳禁とする。一般的に認められた

馬術トレーニングの学識者または技術者が、非人道的だと判断する行為は、馬への非人道的行為と

見なされる。 

 

VIO202. 本規則の目的のため、違反の重度に基づく罰金とペナルティの制度を確立した。下記

VIO204 の全違反行為には、最小レベルの違反が課される（レベル 1=軽度、レベル 2＝中度、レベル

3=重度）。 事実関係により、違反レベルはより重くなる場合がある。 

 

VIO204. 以下の様な例は、非人道的扱いに該当する。 

 VIO204.1 馬の口に過度の不快感や苦痛を与える器具を入れる。（最小レベル 2） 

VIO204.2 馬の口に、長時間ビットを装着したままにし、過度の不快感や苦痛を与える。（最小レベ

ル 1） 
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VIO204.3 馬房または AQHA イベント会場において、馬の頭部を（鬐
き

甲
こう

より上に）上げる、後ろに引

く、または体躯を屈曲させて繋留する*1。（最小レベル 2） 

VIO204.3.1 馬に飼いや水を与えず、馬房内で長時間繋留する。（最小レベル 1） 

VIO204.4. 馬に過度の不快感や苦痛を与えるような調馬索運動や騎乗をする。（最小レベル 1） 

VIO204.5 馴致の手段として、馬体、無口、ブライドル、および・またはサドルに、異物を結ぶ・取付

ける。（最小レベル 2） 

VIO204.6 訓練の手段・手法として、ポーリング*2等を用いるまたは馬の四肢を物で叩く。（最小レベ

ル 2） 

VIO204.7 過度な拍車、鞭の使用。（最小レベル 1） 

VIO204.7.1 馬の頭を叩く。（最小レベル 2） 

VIO204.8 過度に手綱を引く。（最小レベル 1） 

VIO204.9 過度なフェンシング*3。（最小レベル 1） 

VIO204.10 過度なスピン。（一方向に対し、8回以上の連続した回転）（最小レベル 1） 

VIO204.11 スロープのあるオクサーを逆方向から飛越させる。（例：低い→高いではなく、高い→低

い）（最小レベル 1） 

VIO204.12 4 フィート（約 121㎝）以上の横木を使用した（飛越）練習。（最小レベル 1） 

 

血統登録規則 

REG100． スタッドブック 

アメリカンクォーターホース協会公式スタッドブックには、その血統に基づき登録証明書を発行された馬

が登録されている。 これら証明書は、父馬および母馬の登録状況に応じ、番号付き登記簿または付

録内のいずれかに登録される。1962 年以前に AQHA に登録された仔馬は、番号別、永久、暫定、旧

付録、新付録に分類され登記されていたこともあるが、今日使用されているのは番号別と付録のみで

ある。 

 

REG102． 登録手順。 馬の登録をする場合。 

REG102.1 出生時の母馬（胚移植馬の場合は繁殖時の母馬）の登録馬主または登録借主は、正

しく記入・署名した登録申請書および署名した繁殖者証明書を提出する責任を負う。仔馬を登録する

際、凍結受精卵許可証を使用して仔馬を登録する場合、許可証の所持者が仔馬出生時の馬主として

登録申請書に署名する事とする。 

REG102.2 仔馬が登録対象となるには、登録申請書は其々、出生時の母馬（胚移植馬の場合は

繁殖時の母馬）の馬主、母馬の借主（AQHA に貸借契約書の登録がある場合）または、馬主・借主の

委任代理者（AQHAに代理承認の旨登録されている場合）が記入・署名する事。 凍結受精卵許可証

を使用して仔馬を登録する場合、許可証の所持者が仔馬出生時の馬主として登録申請書に署名す
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る事とする。 

 

REG110. ブリーディングレポート 

REG110.1 すべてのアメリカンクォーターホース種牡馬の馬主は、前年 11 月 30 日以降に当該種

牡馬と接触のあったすべてのアメリカンクォーターホース牝馬およびサラブレッド牝馬につき、書面に

て報告する事。すべてのサラブレッド登録種牡馬の馬主は、前年 11 月 30 日以降のアメリカンクォー

ターホース牝馬との接触について、書面で報告する事。ブリーディングレポートは、交配の年の 11 月

30 日消印またはそれ以前に AQHA に到着の事。赤道以南に位置する種牡馬の報告書は、交配の

年の 6 月 30 日消印またはそれ以前に AQHA に到着の事。AQHA に繁殖期のリース登録のある種

牡馬については、借り手がその書面報告を行う事。 

 

REG114. 毛色。 アメリカンクォーターホースの毛色の種類 

REG114.1 ベイ（鹿毛）：被毛は黄褐色、明るい赤褐色から暗い赤褐色まであり、長毛（たてがみと

尻尾）は黒色、通常は四肢下部も黒色。 

REG114.2 ブラック（青毛）：被毛は漆黒で明るい部分がない。長毛は黒色。 

REG114.3 ブラウン（黒鹿毛）：被毛は黒色または褐色で鼻先、目の周囲、腹、四肢上部内側に

明るみがある。 長毛は黒色。 

REG114.4 ソレル（栗毛）：被毛は赤褐色または赤銅色。 長毛は通常被毛と同じだが、亜麻色も

ある。 

REG114.5 チェスナット（栗毛）：被毛は濃い赤褐色または茶褐色（栗色）。 長毛は通常濃い赤褐

色または茶褐色だが、亜麻色もある。 

 

REG114.6 ダン（河原毛）：被毛は淡い黄褐色または山吹色、長毛は黒または茶、鰻線があり、通

常四肢にゼブラ柄、鬐
き

甲
こう

に横縞柄が見られる。 

REG114.7 レッドダン（赤河原毛）：被毛は淡い黄褐色または薄橙色、長毛は赤褐色または赤み

を帯びている、亜麻色、白、または混色、赤褐色か赤みを帯びた鰻線があり、通常四肢に赤褐色か赤

みを帯びたゼブラ柄、鬐
き

甲
こう

に横縞柄が見られる。 

REG114.8 グルロ（薄墨毛）：被毛は、煙ったような灰色またはねずみ色（黒毛と白毛の混生では

なく、一本一本の毛がねずみ色）、長毛は黒色、通常黒色の鰻線が見られ、下肢部も黒い。 

REG114.9 バックスキン（河原毛）：被毛は、淡い黄褐色または山吹色、長毛は黒色、下肢部も黒

いが、バックスキンには通常鰻線がない。 

REG114.10 パロミノ（月毛）：被毛は、淡い黄褐色または山吹色、長毛は黒色、下肢部も黒いが、

バックスキンには通常鰻線がない。 

REG114.11 グレイ（葦毛）：被毛は白毛とその他の毛色の混生。出生時は単色またはそれに近く、

年齢と共に白毛が増えて毛色が明るくなる事が多い。 
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REG114.12 レッドローン（赤粕毛）：程度の差はあれ、被毛の大部分が白毛と赤褐色の均一な混

合だが、通常頭部と下肢は色味が暗く、たてがみ（および・または）尾は赤褐色または亜麻色の場合

がある。 

REG114.13 ブルーローン（青粕毛）：程度の差はあれ、被毛の大部分が白毛と黒色の均一な混

合だが、通常頭部と下肢は色味が暗い。 

REG114.14 ベイローン（鹿粕毛）：程度の差はあれ、被毛の大部分が白毛と赤褐色の均一な混

合だが、通常頭部と下肢は色味が暗く、たてがみ（および・または）尾は赤褐色または亜麻色の場合

がある。 

REG114.15 クリメロ（佐目毛）：馬体の皮膚の色が明るい（またはピンク）で、被毛は白色または

クリーム色で目は青色。 

REG114.16 パリーノ（佐目毛）：馬体の皮膚の色が明るい（またはピンク）で、被毛は白色または

クリーム色で目は青色。長毛と下肢が、馬体の色よりもわずかに濃い。 

REG114.17 ホワイト（白毛）：被毛は白色、皮膚はピンク色、目は通常濃い色で、皮膚に小さな黒

い斑点が見られるが、通常は有色毛を伴わない。 斑入り（有色毛の斑点があるという意味で通常は

白との混合色）の白馬もいる。 

 

REG124. 所有権の譲渡。登録馬の所有権譲渡については、すべて AQHAに登録する事。 

REG124.1 REG124.4 に規定される責任者は、迅速なサービス、証明書や譲渡報告書の紛失リス

ク減少、譲渡登録を不可能にするような複雑な事態を招く可能性の減少のため、購入後直ちに、すべ

ての譲渡書類を AQHAに提出する事。 

REG124.2 譲渡登録は、責任者側が AQHAに下記書類を提出し行う。 

REG124.2.1 当該馬の登録証、 

REG124.2.2 登録上の現馬主により正確に記入・署名された AQHA 譲渡登録および新馬主か

らの同書類、 

REG124.2.3 規定の登録費用および譲渡費用区分に適用される買主のメンバーステータス。 

 

REG124.3 AQHA は、馬の現登録証に名前が記載された馬主であれば、共同馬主いずれか 1 人

の署名を承認するが、手続きを行う馬主（または代理人）が、当人のみに名義変更をする場合は、他

の共同馬主・代理人の署名が必要となる。また、パートナー登録馬主の場合も、AQHAはいずれの当

該パートナーの署名も有効とする。もし上記の承認行程を許可しない、または制限を設ける場合、共

同馬主やパートナーは、その旨記載の合意書に、馬の名前、登録番号、共同オーナーまたはパート

ナー全員の署名と共に AQHAに提出する事。 

REG124.4 売主の義務。 譲渡時の登録馬主は、AQHA 譲渡登録をすべて記入し提出する義務

がある。 
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REG125 リース契約 

REG125.1 馬のリース契約の承認については、AQHA に、登録馬主である賃貸人および貸借人、

両人が署名した当該リース契約通知を書面にて提出する事。通知書には、リース発効日を明記し、期

間は 3 年までとする。 3 年のリース期間満了時、延長の場合は再登録が必要である。 リース期間

が短期の場合は、終了日も記載の事。リース期間満了以外で、リースを終了させる場合、終了日を明

記し賃貸人・貸借人両名の署名と共に書面にて通知を提出するか、賃貸人から貸借人への馬主の変

更を証明する書類に、登録馬主／貸借人が署名し提出する事。リース終了に際しては、自動的また

は事後通知、いずれの場合も費用はかからない。 

 

REG125.2 貸借人に対する馬の使用制限は賃貸人が実施する。 

REG125.3 公認クレーミング競走により馬主の権利譲渡が認められた場合、リースは終了となる。 

REG125.4 リース期間中、AQHA はリース完了まで次の所有権変更を認めない。 貸借人または

承認を受けた代理人のみが、リースされている馬に関するブリーダー証明書、種牡馬の種付け報告

書または登録申請書に署名する権限を有する。 

 

 

SHW100．AQHAショー開催の承認 

AQHA ショー開催の承認は、ショーの管理能力、AQHA 規則の励行、ショーの品質、AQHA メンバー

へのサービスその他を鑑み、申請者の継続的評価に則り、年次に AQHA の決定権により、付与／拒

否される特権であり、権利ではない。 

 

 

SHW300．馬装 

 

SHW305．ウエスタン馬具 

 

SHW305.1 ハックモア*4（hackamore)とは、柔軟な編込のローハイド*5(rawhide)、本革、またはロー

プ製ボーサル*6(bosal)を使用したものを指し、その芯は柔軟であること。 ハックモアはタイ・レイン(tie-

rein)を含むメカテ・レイン（mecate rein)とセットで使用すること。 パッドやカバー類の有無に関わらず、

顎下への固い素材の使用は厳禁とする。馬毛製ボーサルの使用は禁止とする。本項はメカニカル・ハ

ックモア*8（mechanical hackamore)に言及するものではない。 

 

SHW305.2 ウエスタンパフォーマンスクラスにおけるスナッフルビットとは、標準的な O リング、エッ

グバット、または D リングを指し、リングは直径 4インチ（100㎜）以下とする。 リングの内周には、梃

の力が加わる手綱やカーブ（ビット）、ブライドルのアタッチメント類が付いていないこと。 マウスピー
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スは、丸形、楕円形または卵形で、（ワイヤ等が）巻き付けられていない滑らかな金属製である事。 

インレー（象嵌）は可とするが、滑らかであるかラテックスで覆われている事。 マウスピースの直径は、

頬から 1インチ（25㎜）内側で測った際、5/16インチ（8㎜）以上で、スナッフルの中心に向かってなだ

らかに細くなっている事。 マウスピースは、2~3片で形成される事。 3片の場合、接続部のリングが

直径 1 1/4インチ（32㎜）以下または、接続部が平らな棒状で上から下までの測位が、3/8インチから

3/4 インチ（10 ㎜から 20 ㎜）以内で長さが 2 インチ（50 ㎜）以下、馬の口腔内で平らに装着される物

を可とする。任意でスナッフルビットの手綱下側に装着する本革製ストラップは可とする。 

SHW305.3 ウエスタンパフォーマンスクラスにおけるビットとは、ソリッドタイプまたはジョイント付き

マウスピースのカーブビットであり、梃として作用するシャンクがある。 カーブビットはすべて、機械装

置のない標準的なウエスタンビットとされるものである事。 

SHW305.4合法で標準的とされるウエスタンビットの種類は以下を含む。 

SHW305.4.1 前ページの図表の通りに計測されたシャンクの長さが、8 1/2 インチ（215㎜）以下

であること。 シャンクは固定式、可動式、いずれも可。 

SHW305.4.2 マウスピースは丸形、楕円形または卵形で、（ワイヤ等が）巻き付けられていない

滑らかな金属製で、頬から 1 インチ（25 ㎜）の所で測った時に、直径が 5/16 インチから 3/4 インチ

（8 ㎜から 20 ㎜）以内である事。しかし、伝統的なスペードビット*9に付いたスウェイバー*のワイヤ

（マウスピースの上部のスペード部に付いている）は可とする。インレーは可とするが、滑らかであ

るかラテックスで覆われている事。 ソリッドタイプのマウスピースに付いた上向きの突起物を含め、

マウスピースの下部に延長物や突起物等が、何も突き出ていない事。マウスピースは、2~3片で形

成される事。3片の場合、接続部のリングが直径 1 1/4 インチ（32㎜）以下または、接続部が平らな

棒状で上から下までの測位が、3/8 インチから 3/4 インチ（10㎜から 20㎜）以内で長さが 2 インチ

（50㎜）以下、馬の口腔内で平らに装着される物を可とする。 

SHW305.4.3 ポート部分は、最大でも 3 1/2 インチ（90 ㎜）以下、ローラーやカバーは可とする。

ジョイント付きマウスピース、ハーフブリード*11、スペードは標準内とする。 

SHW305.4.4 ドーナツおよびフラットポロ・マウスピース*12は不可。 

SHW305.4.5 カーブビットは、馬の顎に接触するよう正しく装着されたカーブストラップまたはカ

ーブチェーンと共に使用する事。 

SHW305.4.6 スリップまたはギャグビット*13は、スピードイベントでは可とする。 

SHW305.5 ハックモア／スナッフルビットクラスまたは、ハックモア／スナッフルビットを付けたジュ

ニアホースの競技を除き、手綱を持つのは片手のみとし持ち手の変更は不可。拳は手綱の周りを握

る事（スプリット手綱のみ、間に人差し指可とする）。 トレイルで障害物を越える為に持ち手を変える

事は可とする。本規則の違反は、自動的に失格とする。 

SHW305.5.1 どの馬も年齢に関わらず、ルーキー／ユースレベル 1、ルーキー／アマチュアレベ

ル 1 またはレベル 1 クラスでは、スナッフルビット／ハックモアを使用し、片手または両手を使用可

とする。 
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 SHW305.6 ロマール*14 とは、環状の手綱の先に編み込みまたは丸形の延長物を付けた物を指

す。この延長物は、手綱を持っていない拳（以降フリーハンド）に持ち、手綱を持つ拳と、ロマールを持

つフリーハンド側の拳間を 16 インチ（40㎝）開ける。 ロマール手綱使用時、騎乗者の拳は手綱の周

りを握り、手首を真っすぐにリラックスした状態で、親指を上部に置き、残りの指は軽く手綱を握る。ロ

マル使用時に、手綱の間に指を置くのは不可。 どのレイニングクラスでも、フリーハンドで手綱の長

さを調節してはならない。 レイニングにおいては、ブライドルから手綱を持つ拳までの長さや張りを調

節する為にロマルを握っている側のフリーハンドを使う事は、両方の拳を使用する事を意味し、パター

ンの中で、馬が完全に停止の状態にある場合を除き、0 点となる。その他すべてのクラスでは、ワー

キングカウホースのレイニング部分、ボクシング、VRH*15 ランチレイニング、VRH ランチカウワーク、

VRH リミテッドランチカウワーク、全 RHC ワーキングランチホースクラスを含め、騎乗者の手綱の長

さを調節する為にフリーハンドを使用してもよい。全ウエスタンクラスで、騎乗者が手綱を直したり解い

たりするのに使用するフリーハンドが手綱を持つ拳より後ろにある限り、クラス中いつでも余った手綱

を直したり解いたりしてよい。 ブライドルから手綱を持つ拳の間の手綱の長さや張りを調節しようとし

た場合は、両方の拳を使用したとみなされ、0点の違反または失格とされる。 

SHW305.6.1 ロマルは腹帯より前部で使用したり、馬への合図や扶助としても決して使用しては

ならない。 本規則の違反は、ジャッジにより厳しく罰される。 

SHW305.7 ウエスタンプレジャー、ウエスタンホースマンシップ、レイニング、ワーキングカウホース、

ボクシング、ランチライディング、ウエスタンライディング、トレイル、その他 VRH クラスに出場するジュ

ニアホースで、ハックモアまたはスナッフルビットを付けて出場する場合は、片手、両手の使用を問わ

ない。スプリットレインを両手で持って騎乗する場合、ワーキングカウホース、ボクシング、レイニング、

VRH クラスを除き、手綱の末端は首の反対側で交差させる事。メカテの使用が許可されている VRH

クラス、ランチング・ヘリテージ・チャレンジ、ボクシング、ランチライディング、ワーキングカウホースを

除き、環状の手綱（例：メカテ）をスナッフルビットと合わせて使用する事は不可とする。 ワーキングカ

ウホース、ボクシング、ランチライディング、ランチトレイル、VRH 全クラス、RHC 全クラスにおいてス

ナッフルビットを使用する場合、本革またはその他編み込み素材の顎革（幅は問わない）をビットの手

綱より下側に取り付け使用する事。鉄製、チェーン、その他の素材の使用は禁止とする。 顎革に付

いている金属製バックルおよび・または留め金は可とする。 

SHW305.8 全ウエスタンクラスにおいて、馬は競技中ウエスタンサドル、適切なブライドル、スナッフ

ルビットまたはハックモアを装着している事。 ウエスタンサドルとは、大きく目立つフォークと、そこに付

いたある種のホーン、高いキャンタルと大きなスカートで識別される一般的なサドルである。 シルバー

の備品が作業に適した服装より評価される事はない。 5 歳以下の馬は、スナッフルビット、ハックモア、

カーブ、ハーフブリードまたはスペードビットを付けて競技に参加出来る。 6歳以上の馬は、カーブ、ハ

ーフブリードまたはスペードビットのみ競技で使用可とする。 スプリット手綱またはロマール手綱は、

使用がオプションとされているスピード競技、チームペニング、ランチソーティング、ローピング、カウボ

ーイマウンテッドシューティングを除き、カーブと併せて使用する事。 カーブを使用する際は、ジャッジ
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の承認を受けた幅 0.5 インチ以上で馬の顎に対し平らに装着出来るカーブストラップまたは、カーブチ

ェーンを必ず併用する。カーブチェーンは、糸状または紐状の物でビットと結んではならない。ストラップ

またはチェーンの故障は、必ずしも失格とはしない。 

SHW305.8.1 二（2）本手綱の馬具についての詳細は、SHW509.1.6-509.1.7を参照の事。 

 

Acceptable Chain Curb Straps 

使用可能なチェーンカーブストラップ 

 

Western Bits 

ウエスタンビット 

 

3 1/2” Max Port (90mm) ポート部 3 1/2 インチ以下

（90mm） 

5/16” to 3/4” (8 to 20mm dia.) 5/16 から 3/4 インチ

（8~20mm径） 

8 1/2” Max. (215mm) 8 1/2インチ以下（215mm） 

LEGAL BIT 合法なビット 

 

DONUT BIT ドーナツビット 

PRONG BIT プロングビット 

ILLEGAL BIT 違法なビット 

 

 

SHW306. ウエスタン：馬具のオプション 

SHW306.1 ロープまたはリアタ：ロープまたはリアタを使用する場合は、らせん状に巻いてサドルに

取り付ける事。 

SHW306.2 サドルに取り付けたホブル。 

SHW306.3 タパデロス*（使用禁止されているワーキングカウホースを除く） 

*鐙カバーの一種 

SHW306.4 プロテクター（ブーツ）、肢巻、バンテージは、レイニング、ワーキングカウホース、ボク

シング、チームペニング、ランチソーティング、バレルレーシング、ポールベンディング、ステークレーシ

ング、ジャンピング、タイダウン・ローピング、ブレークアウェイ・ローピング、ダリー・チームローピング

（ヘディング）、ダリー・チームローピング（ヒーリング）、カッティング、ウエスタン・ホースマンシップ、ラ

ンチライディング、VRH クラスおよびランチング・ヘリテージクラスで使用可。スリップオン（イージーケ

ア）ホースブーツまたは関連の肢装着具は、保護用ブーツとは認められず、全クラスで使用不可とす
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る。 

SHW306.5 拍車。腹帯より前部で使用しない事。 

SHW307 ウエスタンの禁止馬具 

SHW307.1 プロテクター（ブーツ）、肢巻、バンテージはウエスタンプレジャー、トレイル、ホルター、

ウエスタンライディングおよびショーマンシップでの使用は禁止する。 

SHW307.2 ワイヤ製カーブストラップ（緩衝材やカバー類の有無に関わらず）、または鋲やリベット

付きのカーブストラップ。 

SHW307.3 ハーフ（0.5）インチより幅の狭いカーブストラップ。 

SHW307.4 チェーン、ワイヤまたは金属製タイダウン*またはボンネットは緩衝材やカバー類の有

無に関わらず禁止。 

SHW307.5 AQHA 公式イベントでは以下を禁止とする。 ベリーバンド*16、鋸歯（saw tooth)ビット

*17、ホック・ホブル*18、鋲付きカラー、鋲付きカーブストラップまたは鋲付きハックモア、ショーマンシッ

プで使用する鞭、ウォーブライドルまたは同様の器具、カーブ・ストラップなしでのカーブ・ビット使用、

緩衝材の有無に関わらずワイヤ状または金属板のストラップは不可、ワイヤ製カブソン、ワイヤまた

は紐状のタイダウン*19、バンパービット*20、金属製ボーサル（緩衝材の有無に関わらず）、シャンボン、

金属製のブライドル類（緩衝材やカバー類の有無に関わらず）、捻ったローハイドまたはロープも馬の

頭部に使用しない事（3/8 インチ径をスリップビット/ギャグビットまたはボンネットと使用するのは可）、

ランニング・マーチンゲールをカーブビットに使用する、手綱止めなしで使用する、返し手綱を前肢の

間または周囲に取り付け使用する。 

SHW307.6 ローピングでのジャーク・ライン 

SHW307.7 ローピングでの鋲付きカラー 

SHW307.8 タイダウンにカブソンや鼻革が作り付けでない事。競技中はカブソンや鼻革はすべて禁

止とする。 

SHW307.9 フェンダーは、糸その他の素材で繋がれていない事。 

 

SHW331. 歩様 ウエスタンプレジャー 下記用語はウエスタンプレジャーの歩様の説明である。 

SHW331.1 ウォーク 

SHW331.1.3 ウォーク（良） ‐滑らかな 4拍子の歩様、トップライン（背部）が水平で、リラックスし

ており快活で集中している。 

SHW331.2 ジョグ 

SHW331.2.5 ジョグ（良） ‐標準的歩様、前肢と後肢の歩幅が同じ中にも、バランスやセルフ・キ

ャリッジ等の良い特性が見られる。 

SHW331.3 エクステンドジョグ（可） 

SHW331.3.3 エクステンドジョグ（良） ‐歩幅の伸長が明白で、ペースがわずかに上がるが、扶

助に軽くスムーズに騎乗しているように見える事。 
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SHW331.4 ロープ 

SHW331.4.5 ロープ（良） ‐標準的歩様だが、動作の中にセルフ・キャリッジや安定したトップラ

イン、リラックスした外見や選手の扶助に従順であるなど、良い特性が見られる。 

SHW331.5 バックアップ 

SHW331.5.3 バックアップ（良） ‐バランスの取れた滑らかで流れるような歩様。セルフ・キャリッ

ジを保ち、口を割ることなく、軽いコンタクトで躊躇なく、真っすぐに後退する。  

 

SHW334 歩様－ランチライディング 

ランチライディング馬の動作は、全歩様において、ワーキングランチ馬と同様、長距離を柔軟かつ静

かに走破しなければならない馬を模している事。 

SHW334.1 ウォーク ‐ウォークは自然なフラットフット（常歩）で、4 拍子の歩様である。リズミカル

で前進気勢がある。全歩様において、馬のトップラインは水平またはわずかに上で、快活で集中し

た様子である事。 

SHW334.2 トロット ‐トロットは自然な 2 拍子の歩様で、ウエスタンのジョグよりも、前進気勢を見

せる歩様である。 

SHW334.3 エクステンドトロット ‐エクステンドトロットとは、歩幅が明白に伸び、ぺ―スが明らか

に上がる事である。馬は牧場の広範囲を走破するかのように動き、トップラインは水平より高くなる。 

SHW334.4 ロープ ‐ロープとは 3 拍子の歩様である。ロープは、リラックスした滑らかで自然な前

進歩様である。 

SHW334.5 エクステンドロープ ‐エクステンドロープは、逃げたり競ったりするのではないが、歩

幅が明白に伸び、前進速度を上げる歩様である。馬のトップラインは水平より高く、快活で集中した

様子である事。 

SHW334.6 エクステンドウォーク ‐エクステンドウォークは、明白な歩幅の伸びとそれに従い自然

に上がるペースを指す。馬は広い牧草地を移動するかのように、自然に動く事（ランニングウォーク

ではない）。 

 

ショーマンシップ 

 

SHW370．ホルター・ショーマンシップ 

アマチュアとユース部門のみ。 ショーマンシップは、、よく手入れ・調教された馬と協調し、ジャッジが

作成した一連のマニューバーを冷静さと自信を持ち、バランスのとれた機能的で根本的に正しい体勢

で、正確かつスムーズに遂行する選手の能力を評価する為に考案された。 

 

SHW373．採点 

選手は 70点を平均点として 0点から上限なしで採点される。 パターンは、ジャッジが指定した 6から
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10のマニューバーに分けられ、各マニューバーは 1/2ポイント刻みで+3点から－3点の間で 70点に

加点・減点する。マニューバーの点数は、ペナルティとは無関係に判定し、選手のパターン成績および

フォームと有効性、馬の見栄えを同等に評価し、以下の通り採点する。 +3 優良, +2 かなり良い, +1 

良, 0 並または可, -1 不可, -2 非常に不良, -3 極めて不良。 選手の総合的なフォームと有効性も、

0から 5の間で、0~2を並、3 良、4 かなり良い、5 優良として採点する。 

 

SHW375．選手のプレゼンテーションおよび所作 

選手は適切なウエスタン乗馬用の衣装を着用し、衣類と選手は清潔できちんとしている事。ライター、

乾草、泥、尖ったピン、マグネット装置、その他、如何なる人工扶助の使用も、失格となる。 

 

SHW376．馬のプレゼンテーション 

馬体の状態と体調を総合的に評価する。被毛は清潔で、よくブラシ掛けされており、良好な状態である

事。 たてがみ、尻尾、前髪、鬐
き

甲
こう

の毛房には、装飾品（飾り紐、蝶結びリボン等）を付けてはならない

が、イングリッシュまたはウエスタン用に、ブレイド（編み込み）やバンド（糸で縛る）を施すのは可。 た

てがみと尻尾の長さは其々だが、きちんと清潔に保たれ、もつれがないこと。たてがみの長さは均一ま

たはローチ*（たてがみを刈る、抜くなどして立つまで短く揃える）され、前髪と鬐
き

甲
こう

の毛房は残されてい

る事。 政府規制で禁止されている場合を除き、ブライドルパス（ブライドルの収まりをよくするため頭頂

部のたてがみを短く刈る）、眉毛および、頭部と四肢の長毛は刈り揃えてもよい。 蹄はきちんと削蹄さ

れ、蹄鉄を着けている場合、正しく装着され、クリンチ*（釘締め）の跡はきれいに整えられている事。 

蹄は清潔で、黒く塗るか、蹄油を塗るまたは自然な状態である事。馬具はきちんと馬体に合い、整備、

清掃が行き届き、きちんと修理されている事。 

 

SHW377．パターン・パフォーマンス  

選手は、精密、正確、そしてスムーズに、かつ適度なスピードで演技をする事。 速度を上げることは、

難易度を上げることだが、速度のために精密さと正確さを犠牲にすべきではない。 馬は、リード、スト

ップ、バック、ターン、セットアップを、最低限の音声や目視出来る合図で、進んで俊敏かつ快く行う事。 

 

SHW378．ペナルティ 

マニューバーの評価とペナルティの適用は、切り離して判定する事。 以下ペナルティは発生する毎に

適用され、最終スコアから差し引かれる。 

SHW378.1 三（3）点減点 

ウォークまたはトロット中、指定外の歩様で 2歩以内進む。 

1/8回転以内の、過小または過剰なターン 

コーンにぶつかる、または音を立てる 

軸足がスライドする 
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ピボット中に、軸足を持ち上げ、同じ場所に戻す 

セットアップ中に肢を持ち上げ、演技後に同じ場所に戻す 

SHW378.2 五（5）点減点 

特定の歩様を発進しない、または指定位置の 10 フィート（3 メートル）以内で止まらない 

ウォークまたはトロット中、指定外の歩様で 2歩以上進む。 

コーンを隔てる（コーンを挟んで馬と選手が離れる状態） 

馬がターンやピボット中、ステップアウトするまたは大きく後躯を動かす 

馬が演技後にセットアップから外へ出る 

馬がセットアップ中に片肢を休めている、またはヒップショット*（片方の臀部を下げて立つ）している。 

1/8回転または 1/4回転、過小または過剰にターンする 

SHW378.3 十（10）点減点 

インスペクション時に、選手が定位置にいない 

選手が、セットアップ中に馬に触れる、または脚で馬の四肢を蹴るまたは指す 

馬の真ん前に立つ 

リードチェーンの紛失、チェーンを持つ、または両手でチェーンを触る。 

咬む、蹴る、後肢で立つ、前掻きする、馬が選手の周りを回り続ける等の、明白な反抗 

SHW378.4 失格には以下が含まれる（順位外とする） 

馬が制御不能となり、選手、他の馬、またはジャッジを危険に晒す 

馬と選手が離れ離れになる 

正しい番号を掲示していない 

故意の虐待 

過度な調教、訓練。人工扶助具の使用等 

違法な馬具の使用 

パターンから外れる。（コーンやマーカーを倒すまたは反対側を通る、指定の歩様を一度も発進しな

い、1/4回転以上の過小または過剰なターン 

 

SHW380. ルーキー／レベル 1 クラスのみ。選手がパターンから外れる、コーンを倒すまたは反対側

を通過する、指定の歩様を一度も発進しない、指定よりも 1/4回転以上回転する行為は、失格とはしな

いが、他の失格になる度合いの過失のない選手よりも必ず順位が下である事。 

 

 

ランチライディング 

 

SHW416．ランチライディング。 ランチライディング・クラスの主旨は、馬が牧場の仕事を次々とこなし、

移動手段として使用されながらも、乗馬の楽しみをもたらす能力を測る事である。馬はアリーナの囲い



 

                       © JAPAN QUARTER HORSE ASSOCIATION 2020  
  

   15   

の外で働くランチホースの多才さ、心構え、所作を映し出すのである。馬はよく訓練され、全歩様におい

て、リラックスし、静かで落ち着いていながらリズミカルである事。理想のランチホースは運動に前進気

勢があり、エクステンド歩様において、歩幅の明白な伸びを見せる。軽いコンタクト、または不当な拘束

をしなくても比較的ゆるい手綱で騎乗出来るが、完全な休め手綱で騎乗するわけではない。動作の質

だけでなく、スムーズかつ正確に、適時（次の動作へ）移行する為の総合的な態度や応答度合いが主

要な判断基準である。理想のランチライディングホースは、其々のマニューバーにおいて、頭から尻尾

の先まで、自然なランチホースの容姿をしている。 

 

SHW418. ランチライディングの服装と馬具 

SHW418.1蹄のポリッシュ剤使用は禁止。 

SHW418.2たてがみ／尻尾、または尻尾のエクステへのブレイドやバンドは禁止。 

SHW418.3 耳の中のトリミングは推奨されない。 

SHW418.4 ブライドルパスのトリミング、球節や過剰（長い）顔の毛のトリミングは可とする。 

SHW418.5 銀装飾を施した馬具は、実用的な装備より評価される事はない。ブライドルやサドルへの

過度な銀装飾は推奨されない。 

SHW418.6 競技では、胸がいとリアシンチ(後部の腹帯）の使用を推奨する。 

SHW418.7 スナッフルビットまたはハックモアで競技に出場する場合、選手は手綱を持つ手を両拳ま

たは片拳にいつでも変更してよい。 

 

SHW419. ランチライディングのペナルティ。 選手には下記違反が起こる度にペナルティが課される。 

SHW419.1 壱（1）ポイント減点対象 

遅すぎる（歩様毎） 

巻き込み*（マニューバー毎） 

体躯が伸び過ぎている（マニューバー毎） 

ウォークまたはトロット中、指定外の歩様で 2歩以内進む。 

SHW419.2 参（3）ポイント減点対象 

ウォークまたはトロット中、指定外の歩様で 2歩以上進む。 

ロープ中、（間違った手前を直す場合を除き）指定外の歩様で進む。 

反対手前または不正歩様。 

たるんだ手綱（マニューバー毎） 

踏歩変換時、2歩以上反対手前または不正駈歩で進む 

シンプルチェンジ（単純踏歩変換）時、3歩以上トロットで進む 

障害物を大きく落下させる／乱す 

 

SHW419.3 五（5）ポイント減点対象 
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明白な反抗（蹴る、咬む、尻跳ね、後肢で立つ等）につき、各反抗毎。 

SHW419.4 拾（10）ポイント減点対象 

 

ランチホースとして不自然な様子（馬の尻尾が各マニューバー中、明らかにずっと不自然な状態にある） 

SHW419.5 （OP）全マニューバーを完遂した馬よりも下位になるケース 

マニューバーをとばすまたは増やす 

不完全なマニューバー 

複数回の明白な反抗 

両手の使用（スナッフルビット／ハックモアで出場するジュニアとレベル 1 馬を除く）、二本手綱の間に

一本以上の指を置く、またはロマル手綱の間に指を置く（二本手綱の場合を除く） 


